
沖縄県北部地域を舞台に、国際的なロードレース大
会と市⺠サイクルスポーツ大会、さらに自転車に関わ
る各種イベントが融合した「サイクルスポーツの祭
典」として開催されています。

2021年にはコロナ渦の中、 Zwiftというローラー台
（サイクルマシーンのようなもの）を利用し「オンラ
インOKINAWAチャレンジ_縁（えにし）」という新し
い形でのオンラインスポーツイベントを開催しました。

2．イベント等での輸送サポート

名護市では、通勤や通学など住⺠
が利用できる市街地での自転車指導
レーン整備や、国道58号の一部区間
における沖縄県北部地域初の自転車
専用道など、自転車指導レーンや自
転車専用道の整備による安全で快適
な自転車の利用環境づくりを進めて
います。

新型コロナウイルスは2019年12 月に初めて
集団発生が確認され、以降日本国内においても
約２年間のあいだ多大な影響を与えてきました
が現在ではワクチンをはじめとする様々な対策
や新しい生活様式の普及によりwithコロナを基
本とした新たな時代が始まろうとしています。
わが国においても今月、十分な感染防止対策

を実施の上、日本最大級の自転車レースのツー
ル・ド・おきなわが 3 年ぶりに開催されます。
そのツール・ド・おきなわのコースの中核を

担う名護市における自転車活用を推進するため
の取り組みについて紹介します。

日本トランスオーシャン航空株式
会社より、名護市のサイクルツーリ
ズム推進に役立ててほしいと自転車
ラック、空気入れ、工具セットを寄
贈されました。
寄贈された自転車ラック等は、市

内の飲食店、宿泊施設、観光施設、
道の駅などを対象に、希望する施設
に無償提供されました。

イベント参加時、自転車の輸送が課題となります。航空会社と連携した会場ま
での輸送サービスにより海外からの参加者も安心して自転車の輸送ができます。
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取り組み事例

withコロナに向けて

❶自転車レース・イベントの開催

➌自転車利用環境の創出・整備

名護市の特徴

（写真提供：全日本空輸株式会社）

1．自転車通行空間の整備

2．自転車ラック等の設置

国内外から安心して輪行できます！

名護市では自転車の普及推進と安
全性確保の拡充を図り、自転車交通
事故ゼロを目指しています。
その目標達成のため市内の各所で

「楽しい自転車乗り方教室」や
「ウィラースクール」などの自転車
の安全利用に向けた取り組みが行わ
れています。

3．自転車の安全利用に向けた取り組み

「名護市自転車活用推進計画」の策定に向けて、現在準備を進めています。
本計画では、市⺠の自転車利用に対する理解を深めるとともに、名護市を訪

れるサイクリストや一般観光客、市⺠に対して自転車を活用した魅⼒あるまち
づくりを図る施策を推進していきます。

➋名護市自転車活用推進計画の策定

名護市自転車活用推進計画の策定に係る検討会議

名護市自転車活用推進計画の策定に係るワークショップ

発表者：琉球国際航業株式会社
国際航業株式会社、名護市、ＮＰＯ法人 ツール・ド・おきなわ協会、NagoBicycleLabo
一社）沖縄県サイクルツーリズム推進協会、琉球国際航業共同

名護市は、昭和 45（1970）年８月に名
護町・羽地村・屋部村・久志村・屋我地村
の５町村が合併して誕生しました。
沖縄本島最北部の玄関口となる名護市で

は日本一早い桜を楽しめる「名護さくら祭
り」が、毎年1月下旬に開催されています。
子どもから高齢者まで気軽にスポーツに

親しむことができるよう、スポーツコンベ
ンション誘致も見据えたスポーツ環境の充
実を進め、以前から沖縄県自転車文化の発
祥地”名護”として、自転車の利活用を推進
してきました。

3．ちゅらうみ海道サイクリング

4．名護市を含む沖縄本島全域をめぐるワーケーションサイクリング

コロナ化の中2022年1月9日に名護、
本部、今帰仁にて開催されました。
自転車教室のあと親子でゆっくりと

フクギ並木を散策する「フクギ並木
ファミリーコース」と備瀬のフクギ
古宇利大橋、羽地内海、世
界遺産今帰仁城跡のさくら
を楽しむ、観光名所が盛り
だくさんな「やんばるちゅ
らしま海道コース」の2つ
のコースをめぐりました。

電動アシスト機能付きスポーツ自転車
“e-Bike”で7日間をかけて沖縄本島約
400Kmを1周するツアー。
沖縄1周というテーマで、サイクリング
を通じて、北部・中部・南部の各地の
「絶景ポイント」や「世界遺産」「食」
「文化体験」「地元の方との交流」など、
様々なコンテンツを体験し、アクティブ
で濃厚な沖縄旅を楽しみました。

1．ツール・ド・おきなわ

コロナ禍においても、オンライ
ンイベントに国内外から113,235人
（内外国人9,785人）のライダーが
参加しました。 NPO法人 ツール・ド・おきなわ協会
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